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避
難
タ
ワ
ー
や
避
難
道
、
避

難
場
所
な
ど
の
工
事
完
了
予
定
は

い
つ
か
。
費
用
は
大
体
ど
の
く
ら

い
で
、
そ
の
内
、
町
の
持
ち
出
し

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

　

避
難
道
、
避
難
場
所
の
26
年
度

ま
で
の
工
事
は
１
６
７
ヶ
所
、
避

難
タ
ワ
ー
は
５
基
。
工
事
全
体
の

完
了
は
28
年
度
の
予
定
。
26
年
度

ま
で
の
工
事
費
用
は
約
30
億
円
。

ほ
と
ん
ど
が
国
や
県
の
補
助
金

で
、
町
の
負
担
は
そ
れ
ら
の
約

８
％
と
見
込
ま
れ
る
。

　　

避
難
困
難
者
へ
の
対
策
が
一

番
問
題
だ
が
、
万
行
地
区
で
は
専

門
家
と
行
政
と
住
民
の
３
者
で
懇

談
や
訓
練
を
繰
り
返
し
、
避
難
を

あ
き
ら
め
て
い
た
住
民
も
「
逃
げ

た
ら
助
か
る
」
と
意
識
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
聞
く
。
町
民
の
中

へ
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

万
行
地
区
で
の
専
門
家
と
の
調

査
報
告
書
は
今
後
貴
重
な
デ
ー
タ

に
な
る
。住
民
の
あ
い
だ
で
は「
助

か
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」

と
い
う
姿
勢
が
積
極
的
に
出
て
き

て
い
る
。
各
地
域
で
も
懇
談
会
を

実
施
す
る
中
で
、
同
様
の
現
象
が

出
て
お
り
、
地
道
な
取
り
組
み
こ

そ
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　

東
北
の
釜
石
で
は
避
難
訓
練

を
度
々
行
っ
て
い
た
か
ら
多
く
の

松
本 

情
報
防
災
課
長

松
本 

情
報
防
災
課
長

命
が
助
か
っ
た
と
聞
く
が
、
今
後

避
難
訓
練
を
増
や
す
方
向
が
大
事

で
は
な
い
か
。

　

避
難
訓
練
は
大
事
。
今
ま
で
の

よ
う
な
定
型
的
な
避
難
訓
練
で
は

な
く
、
地
域
の
特
色
を
い
か
し
、

参
加
者
を
誘
発
す
る
と
か
、
地
域

で
独
自
に
考
え
た
訓
練
等
に
変
え

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　

先
の
６
月
議
会
で
、
町
長
が
憲

法
に
つ
い
て
答
弁
を
し
て
い
る
の

で
質
問
を
す
る
。

　

憲
法
は
暮
ら
し
の
原
点
。
表
現

の
自
由
、
思
想
信
条
や
宗
教
の
自

由
、
知
る
権
利
等
々
、
私
た
ち
の

日
常
に
当
た
り
前
に
あ
る
自
由
や

権
利
は
、全
て
憲
法
に
掲
げ
ら
れ
、

権
力
か
ら
守
ら
れ
て
い
る
。

　

憲
法
は
「
権
力
者
が
国
民
の
自

由
や
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
権
力
者
を
し
ば
る
も

の
」。
そ
の
た
め
憲
法
は
96
条
で

簡
単
に
変
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
立
憲
主
義

で
あ
り
、
世
界
の
近
代
憲
法
の
基

本
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
あ
の
悲
惨
な
戦
争
を
体

験
し
「
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
い

け
な
い
」
と
の
国
民
の
願
い
が
憲

法
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
憲
法
が

掲
げ
る
平
和
主
義
、
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
変
え
て

は
い
け
な
い
普
遍
的
な
原
理
と
い

う
の
が
、
専
門
家
を
は
じ
め
多
く

の
国
民
の
認
識
だ
。
町
長
の
考
え

を
聞
く
。

大
西  

町
長

大
西  

町
長

　

立
憲
主
義
と
は
憲
法
の
性
格
そ

の
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
の

尊
重
の
た
め
に
国
家
権
力
を
縛
る

と
言
う
基
本
的
性
格
を
も
ち
な
が

ら
、
限
定
さ
れ
た
条
件
の
下
で
主

権
の
制
限
が
出
来
る
趣
旨
と
解
釈

す
る
。
国
民
に
は
憲
法
を
変
え
る

権
利
が
あ
り
、
96
条
の
改
正
は
必

要
と
考
え
る
。
集
団
的
自
衛
権
の

政
府
見
解
は
１
９
８
１
年
来
変

わ
っ
て
い
な
い
が
、
私
は
集
団
的

自
衛
権
を
解
釈
改
憲
で
認
め
る
の

は
反
対
だ
。
憲
法
を
変
え
て
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
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